
 

６． スターン・レビュー概要 

  
１．背景 

 英国財務省が実施した気候変動問題の経済的側面に関するレビュー。ブレア

首相ならびにゴードン・ブラウン財相が昨年７月に委託。ニコラス・スターン

卿（元世界銀行チーフエコノミスト）を責任者としているため、スターンレビ

ューと呼ばれる。約６００ぺージに上る。 

 １０月３-４日にメキシコで開催された「Ｇ８気候変動、クリーンエネルギー

及び持続可能な開発に関する対話」において、進捗状況が報告されたところ。 

 

２．要点 

今行動を起こせば、気候変動の最悪の影響は避けることができる。経済モデ

ルを用いた分析によれば、行動しない場合、毎年ＧＤＰの少なくとも５％、最

悪の場合２０％に相当する被害を受ける。対策コストはＧＤＰ１％程度しかか

からない。 
 
３．概要 

（１）長期目標 

 現在の大気中の温室効果ガス濃度は４３０ppm（CO2 換算）である。大気

中濃度は早ければ２０３５年には工業化前以前の２倍の濃度となり、気温上

昇幅は２℃を超える。長期的に５℃を超える確率は５０％以上である。 
 ４５０－５５０ppm で安定化させられれば最悪の事態となるリスクは避け

られるが、そのためには、２０５０年までに少なくとも２５％削減し、将来

的には８０％以上削減する必要がある。５００－５５０ppm で安定化させ

るためには、年間 GDP１％程度のコストが必要となる。既に４５０ppm で

の安定化は非常に困難となってしまっており、対策が遅れれば、５００－５

５０ppm での安定化も不可能となる。 
 効率化と強力なコベネフィット（例えば大気汚染対策）が得られれば、コス

トはさらに少なくなる。技術開発の速度の鈍化や経済的手法を活用できない

場合、コストは大きくなる。 
 



 

（２）削減対策 

 全ての国での行動が必要であり、成長を阻害せずに達成可能である。 
 先進国が２０５０年に６０－８０％削減を行ったとしても、途上国の対策が

必須である。 
 CDM 等の経済的メカニズムを用いることで、途上国は対策コストのすべて

を負担するという事態を避けられる。気候変動対策はビジネス機会を生む、

長期的な成長戦略である。 
 エネルギー効率向上、需要変化、クリーンな電力、熱、交通の技術の採用等、

様々な排出削減対策がある。５５０ppm に安定化させるために、２０５０

年までに電力での６０％炭素排出量の削減、交通部門での多大な削減、CCS
（二酸化炭素回収・貯留）技術等が必要。 

 第１に炭素への価格付け（税、取引、規制）、第２に技術革新と低炭素技術

の普及、第３にエネルギー効率向上の障壁撤廃、国民の啓発の３種類の対策

が必要。 

 
（３）将来枠組み 

 長期目標の理解の共有と行動の枠組みの合意に基づいた、国際的な対応が

必要。 
 将来枠組みのための主要な要素： 

－排出権取引： 世界市場での拡大とリンク。先進国の強力な目標設定

がこれを促進する。 
－技術協力：  非公式な協力や公式な協定が技術革新の投資効果を高

める。低炭素技術の普及速度を５倍にまで高める必要

がある。 
－森林減少対策：費用効果的な対策。国際的なパイロットプログラムが

有効。 
－適応：    貧困国は脆弱。適応は開発政策に統合する必要。先進

国は ODA の増額で支援する必要。 
 



There is still time to avoid the worst impacts of climate change, if we 
take strong action now.

（今行動を起こせば、気候変動の最悪の影響は避けることができる）

行動を起こさない場合の被害損失

少なくともGDPの５％
最悪の場合20％

気候変動に伴う農業・インフラ・工業生産などへの経済影響（年間、世界総GDPベース）

今、行動を起こした場合の対策コスト

GDPの１％程度

スターン レビュー 概要

温暖化対策においては早期の行動が経済影響を小さくする

スターン博士が、ブラウン財務大臣の依頼を受け、ブレア首相に提出した
「気候変動と経済」に関するレビュー（平成18年10月30日公表）
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安定化レベルと温暖化への関与

最終的な気温の変化（工業化前と比較して）

出典：スターン・レビューより環境省作成
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。
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